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『高感度 HBs抗原検査』 

 

肝臓川柳 

 

『高感度 抗原検査に 敏感です』 

（敏感･･･びんかん･･･びーかん･･･Ｂ肝） 

 

 

【HBs 抗原検査というと…】 

   Ｂ型肝炎にかかっているかどうかのスクリーニング検査のイメージが強いですが、 

【現在では…】 

    HBs 抗原を定量することにより、 

    病気進展の程度や治療効果の判定や発癌リスクの指標などに 

    広く使われるようになっています。 

 【っということで…】 

    HBs 抗原検査は、大変重要な検査として見直されています。 

 【さらに最近…】 

    新しい特殊な方法により、 

    従来法より約 10倍感度が高い“高感度 HBs抗原測定法”が薬事承認されました。 

    （ルミパルス HBsAg-HQ(富士レビオ)など） 

    ●感度は HBVDNA-PCR 法と大きな遜色がない 

    ●HBVDNA-PCR 法よりも安価 

    ●迅速（約 20分）に結果が分かる 

    ●採血量も少なくすむ  ・・・など 

  とても使いやすいため、色々な臨床の現場で活躍が期待されています。 

 HBVDNA-PCR に替わるＢ型肝炎再活性化モニターの検査法として特に注目されています。 

 

 

従来法より約 10倍感度が高い“高感度 HBs抗原測定法”が薬事承認 

いろいろと使いやすいため、臨床現場での活躍大 

新たなＢ型肝炎再活性化モニターの検査法として特に注目されています 

(文：福井県肝疾患診療連携拠点病院運営委員会  野ツ俣 和夫) 


